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白
井
市
の
防
災
力
の

白
井
市
の
防
災
力
の

��

強
化
を
目
指
し
て

強
化
を
目
指
し
て

３
月
定
例
会

　

第
１
回
定
例
会
は
、
2
月
13
日
か
ら
3
月
22
日
ま
で
39
日
間
の
会
期

で
開
き
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、
条
例
の
改
正
や
新
年
度
予
算
な
ど
議
案
33
件
が
提

出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
件
の
請
願
、
１
件
の
陳
情
、
７
件
の
発
議
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

審
議
結
果
一
覧
に
つ
い
て
は
、
８
頁
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

地域災害医療コーディネーターを
新たに設置Point 2

保険者の介護保険料が値上げにPoint 3

議会HP QRコード

Point 1 白井市文化センター改修基金を設立

予算審査特別委員会を設置
　令和６年度予算を審査するため、２月 22日に設置し３月定例会の中で
４日間かけて審査を行いました。
　審査の経過と結果については、３から４ページに掲載しています。
委　員　長　秋谷　公臣
副 委 員 長　広沢　修司
委　　　員　岩田　典之　　柴田　圭子　　古澤由紀子　　平田　新子
　　　　　　荒井　靖行　　武藤美砂子　　根本　敦子

健康遊具 カラフルなインクルーシブ遊具

パゴラ：布でおおえば、救護室や更衣室に

公園面積の少なかった冨士地区に
防災機能をもつ広い公園が開園

マンホールトイレ

ソーラー照明

長い間、みんなが待ち望んだ長い間、みんなが待ち望んだ

冨士公園冨士公園
だれもがだれもが
健康第一で、健康第一で、
楽しく、安全に楽しく、安全に
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₃月定例会の会議録は図書館・ホームページ等で₆月下旬から閲覧できます。

〈
発
議
案
第
５
号
〉「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
締
結
及
び
国
際
保
健
規
則
改
正
に
係
る
情
報
開
示
を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て

発議5

請
願
の
趣
旨
採
択
に
よ
り
修
正
し
た
意
見
書
の
発
議
案
は
可
決

総
務
企
画
常
任
委
員
会
で
の
趣
旨
採
択
を
受
け
、
政
府
へ
の
意
見
書
の
発
議
案
で
、
２
の
項
目
を
削
除
し
た
も

の
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

〈
発
議
案
第
４
号
〉
白
井
市
の
保
育
運
営
に
関
わ
る
地
域
格
差
を
是
正
す
る
仕
組
み
の
構
築
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

発議4

陳
情
第
１
号
の
採
択
に
伴
い
発
議
案
を
可
決

陳
情
採
択
に
伴
い
発
議
案
第
４
号
「
白
井
市
の
保
育
運
営
に
関
わ
る
地
域
格
差
を
是
正
す
る
仕
組
み
の
構
築
に

関
す
る
意
見
書
」
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
１
号
〉
白
井
市
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Point 1

白
井
市
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
基
金
を
設
立

平
成
４
年
に
開
館
し
た
白
井
市
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
基
金
を
設
立
す
る
条
例
の
制
定
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

主

な

質

疑

Ｑ　

38
億
円
か
か
る
と
「
白
井

市
文
化
セ
ン
タ
ー
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
」
で
答
申

が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

目
標
金
額
及
び
一
般
会
計

と
寄
附
金
の
割
合
は
。

Ａ　

改
修
内
容
や
規
模
が
定

ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

両
者
と
も
現
段
階
で
は
設

定
し
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ　

収
益
向
上
に
む
け
た
販
売

促
進
の
予
定
は
。

Ａ　

文
化
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模

な
改
修
に
要
す
る
経
費
の

財
源
に
充
て
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
基
金
で
す
。
寄

附
金
等
に
つ
い
て
は
市
内

外
か
ら
広
く
募
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
具

体
的
な
方
法
は
大
規
模
改

修
計
画
の
策
定
と
並
行
し

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

〈
議
案
第
６
号
〉
白
井
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Point 2

地
域
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
新
た
に
設
置

地
域
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
新
た
に
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
報
酬
の
額
を
定
め
る
等
の
条
例
の 

一
部
改
正
を
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

《
条
例
一
部
改
正
の
内
容
》

　

報
酬
に
つ
い
て
は
、
日
額

３
万
円
。
災
害
時
に
は
、
４
時

間
を
超
え
て
勤
務
し
た
全
時
間

に
対
し
、
勤
務
１
時
間
に
つ
き

１
１
２
５
０
円
を
超
え
な
い
範

囲
で
市
長
が
定
め
る
額
を
加
算

し
ま
す
。

主

な

質

疑

Ｑ　

具
体
的
な
任
務
は
。

Ａ　

災
害
時
は
、
医
療
救
護
活

動
の
総
合
的
調
整
に
関
し
、

県
と
保
健
所
と
市
の
間
の

い
ろ
い
ろ
な
連
絡
、
救
護

所
と
市
の
間
の
連
絡
、
患

者
の
搬
送
先
の
病
院
が
な

い
場
合
の
指
示
な
ど
の
調

整
を
し
ま
す
。

Ｑ　

災
害
時
以
外
の
報
酬
は
。

Ａ　

平
時
の
報
酬
は
、
防
災
訓

練
の
参
加
な
ど
を
役
割
と

し
て
、
日
額
３
万
円
の
報

酬
で
す
。

〈
請
願
第
１
号
〉「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
締
結
及
び
国
際
保
健
規
則
改
正
に
係
る
情
報
開
示
を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て

請願1

「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
締
結
及
び
国
際
保
健
規
則
改
正
に
係
る
情
報
開
示
を
求

め
る
意
見
書
」
に
関
す
る
請
願
は
趣
旨
採
択

請
願
趣
旨
と
し
て
、
①
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
行
わ
れ
て
い
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
と
国
際
保
健
規
則
改
正
の
協
議
内
容
や

国
民
生
活
へ
の
影
響
を
周
知
す
る
こ
と
、
②
議
員
・
有
権
者
・
一
般
国
民
か
ら
の
意
見
聴
取
の
検
討
、
以
上
２

項
目
が
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
「
趣
旨
採
択
」
と
し
ま
し
た
。

質

疑

意

見

な

ど

Ｑ　

何
が
不
十
分
で
分
か
ら
な

い
の
か
、
誰
が
判
断
し
て

ど
の
機
関
で
情
報
開
示
す

る
こ
と
を
求
め
ま
す
か
。

Ａ　

外
務
省
に
よ
る
草
案
の
翻

訳
と
、
ワ
ク
チ
ン
が
本
当

に
大
丈
夫
か
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
わ
か
り
や
す
く

公
開
さ
れ
た
ら
あ
り
が
た

い
で
す
（
請
願
者
）。

　
　

意
見
書
案
の
②
の
項
目
が

削
除
で
き
れ
ば
賛
成
で
き

ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
請

願
者
に
と
っ
て
強
い
希
望

が
入
る
文
章
だ
と
思
わ
れ
、

諏
旨
採
択
を
提
案
し
ま
す
。

　
　

※�

趣
旨
採
択
と
は
、「
願

い
は
十
分
理
解
で
き
る

が
、
実
現
性
等
の
面
で

確
信
が
も
て
ず
、
不
採

択
に
も
で
き
な
い
場

合
」
の
意
思
決
定
の
方

法
で
す
。

趣旨採択

〈
議
案
第
10
号
〉
白
井
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Point 3

保
険
者
の
介
護
保
険
料
が
値
上
げ
に

当
市
は
全
国
的
に
安
い
介
護
保
険
料
で
す
が
、
今
回
の
改
定
に
伴
い
、
14
段
階
中
13
段
階
で
保
険
料
が
上
が
り

ま
す
。
基
準
と
な
る
段
階
５
が
月
４
６
０
０
円
に
２
０
０
円
の
増
額
、
他
は
所
得
に
応
じ
て
こ
れ
に
０
．
６
か

ら
２
．
８
倍
か
け
た
額
の
値
上
げ
で
す
。
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

質

疑

意

見

な

ど

Ｑ　

40
歳
以
上
の
現
役
の
負
担

額
の
推
移
は
。

Ａ　

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方

が
２
号
被
保
険
者
で
、
全

給
付
額
の
27
％
を
支
出
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
給

付
総
額
が
増
え
れ
ば
当
然

払
う
額
は
増
加
し
ま
す
。

Ｑ　

一
人
の
平
均
給
付
額
は
。

Ａ　

令
和
４
年
度
の
実
績
で
は
、

介
護
認
定
者
１
人
当
た
り

の
給
付
額
の
平
均
は
年
間

で
約
１
５
３
万
円
で
す
。

Ｑ　

値
上
げ
の
原
因
は
、
低
所

得
者
対
策
の
国
・
県
・
市

公
費
負
担
の
減
額
で
す
か
。

Ａ　

低
所
得
者
対
策
の
国
・
県

等
の
費
用
は
減
っ
て
い
ま

す
が
、
今
回
影
響
し
て
い

る
の
は
３
年
間
の
介
護
給

付
費
の
増
加
で
す
。

Ｑ　

子
育
て
支
援
費
用
へ
の
供

出
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

今
回
の
費
用
に
は
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　
　

必
要
な
人
が
安
く
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
な
く
な
れ

ば
、
利
用
の
抑
制
に
つ
な

が
る
と
思
わ
れ
、
心
配
な

た
め
反
対
し
ま
す
。

　
　

年
金
生
活
者
の
方
に
配
慮

し
た
跡
が
あ
り
、
所
得
が

多
い
方
か
ら
多
く
い
た
だ

く
考
え
方
に
賛
成
し
ま
す
。

反対賛成

〈
陳
情
第
１
号
〉
白
井
市
の
保
育
運
営
に
関
わ
る
地
域
格
差
を
是
正
す
る
仕
組
み
の
構
築
に
関
す
る
陳
情
書
に
つ
い
て

陳情1

市
の
保
育
運
営
に
関
わ
る
地
域
格
差
を
是
正
す
る
た
め
の
陳
情
書
を
採
択

白
井
市
は
保
育
施
設
に
支
払
う
給
付
費
、
委
託
料
が
近
隣
都
市
よ
り
低
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
政
府

に
対
し
公
定
価
格
と
な
る
「
地
域
区
分
」
を
是
正
す
る
陳
情
を
全
員
賛
成
で
採
択
し
ま
し
た
。

質

疑

意

見

な

ど

Ｑ　

市
は
こ
れ
ま
で
政
府
、
千

葉
県
に
是
正
要
望
を
し
ま

し
た
か
。

Ａ　

県
の
市
長
会
に
て
、
①
市

区
町
村
の
財
政
力
に
よ
り

保
育
に
地
域
格
差
が
生
じ

な
い
こ
と
、
②
公
定
価
格

に
つ
い
て
は
、
全
て
の
保

育
施
設
が
安
定
的
に
運
営

で
き
る
よ
う
、
地
域
の
実

態
を
十
分
勘
案
し
適
切
に

設
定
す
る
こ
と
を
要
望
し

て
い
ま
す
。

Ｑ　

参
考
人
に
伺
い
ま
す
。
こ

の
陳
情
は
公
定
価
格
の

「
地
域
区
分
」
変
更
の
要

望
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

は
い
。
そ
う
で
す
。

Ｑ　

執
行
部
に
伺
い
ま
す
が
、

こ
ど
も
家
庭
庁
は
市
職
員

の
給
与
を
決
め
る
「
地
域

区
分
」
と
は
別
に
保
育
園

の
格
差
を
埋
め
る
区
分
変

更
権
限
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

県
や
他
市
が
こ
ど
も
家
庭

庁
に
公
定
価
格
の
地
域
区

分
に
つ
い
て
要
望
や
意
見

書
を
提
出
し
た
実
績
が
あ

り
ま
す
。

　
　

陳
情
書
か
ら
、
保
育
士
の

確
保
が
難
し
い
こ
と
、
生

活
圏
が
同
じ
保
育
園
で
か

な
り
の
差
が
あ
る
こ
と
も

理
解
し
ま
し
た
。
白
井
の

子
育
て
世
代
支
援
と
い
う

意
味
で
も
、
質
の
よ
い
保

育
を
提
供
で
き
る
保
育
園

の
体
制
を
と
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
隣
接
す
る
地
域

と
の
格
差
を
是
正
す
る
仕

組
み
の
実
現
の
た
め
に
賛

成
し
ま
す
。

　
　

保
育
士
獲
得
競
争
の
原
因

は
、
給
与
が
低
く
他
の
職

業
に
就
く
こ
と
な
の
で
、

地
域
区
分
の
格
差
是
正
が

給
与
増
額
に
つ
な
が
る
か

わ
か
ら
ず
心
配
で
す
が
、

要
望
を
後
押
し
す
る
た
め

に
賛
成
し
ま
す
。

賛成

賛成



しろい議会だより（３） 第165号 令和 6年 6月 1日発行

Ｑ　財政と財政調整基金の在り方、そこから推

測できる今後の財政調整基金の推移の見通しは。

Ａ　第６次総合計画の終了年度の令和７年度末

において財政調整基金の残高として財政標準規

模の１０％以上の１７億円を確保できるものと見

込んでおり、今後も厳しい歳出増が見込まれます

が、安定した財政運営ができると考えています。

Ｑ　広報取材委託料は、しろいまっちに対し支

払われるものですか。また、白井市のＬＩＮＥ

を拡充していくとはどのようなことですか。

Ａ　広報等に関する協定を継続し、しろいまっち

に広報の基になる取材等を委託します。市の公式

ＬＩＮＥが、より市民に使い易くなるよう、予約

や申請をＬＩＮＥで行えるよう機能拡張すること

等を考えています。

Ｑ　予算規模が過去最大になった理由は。

Ａ　令和５年度当初予算に比べ約５４００万円増

となり、予算規模は過去最大となっています。こ

れは市税収入や交付金等が増加したことによる歳

入増加や、人件費・物件費・積立金等の歳出増加

によるものです。

Ｑ　子どもの居場所づくり支援事業で、活動費

の一部を子ども食堂や学習支援団体に補助する

内容は。

Ａ　子ども食堂・フードパントリー・学習支援事

業で、対象経費は、協力者や外部講師等の謝礼

金などの報償費や旅費、食品代、教材費、運搬に

係る燃料費などの需用費、通信運搬費、保険料の

役務費、会場などの使用料や賃借料、講演会や

研修会の負担金等の経費です。

Ｑ　白井運動公園と市民プールの指定管理者は、

これまで別々の団体でした。１団体となったの

に、指定管理料が増額している理由は。

Ａ　施設規模が大きくなることで経費的な効果が

出ることもありますが、人件費の高騰等があり、運

動公園については指定管理料が増額しています。

Ａ　給食センターの栄養士が全ての学級で栄養

指導や食の大切さについて話をしております。各

学校では給食センターでボックスを用意しアンケ

ート等も実施できるようにして、献立の改善に努

めるなど、子どもたちができる限り多くの食材を

食べられるようにしています。

Ｑ　自主財源を増やす方針を社会福祉協議会は

もっていますが、令和６年度の予算を決める段

階で検討されたのでしょうか。

Ａ　今回の市の補助金は、職員の人件費や事務

費です。社会福祉協議会の人件費自体は、主に地

域活動や地域福祉のために使われることが多く、

今回の予算でも職員人件費全額ではなく、社会

福祉協議会でも一部負担する内容で積算していま

す。

Ｑ　環境保全の取組みの活動とは。

Ａ　グランドワーク、現場での活動の１つは神々

廻市民の森の入り口に弁天池の花壇を市民団体と

の協働での整備。もう１つは、神々廻市民の森自

体を今年度から千葉ダイハツ販売が協定を結んで

環境保全の取組みを一緒に行っております。

Ｑ　合併浄化槽等設置促進事業について、目標

はこの予算で可能ですか。

Ａ　令和５年度の設置目標は１３基でしたが、実

際には８基にとどまりました。最終的な目標値が

なかなか見えないところですが、まずは全体の把

握をしていく努力をしています。
Ｑ　梨は、白井市のブランドです。火傷病対策

を国・県の補助の枠とすることなく、市独自の

取組みが必要ではないですか。

Ｑ　農業振興地域整備計画の策定は、いつを予

定していますか。

Ａ　総合計画及び都市マスタープランと同様に令

和８年を計画の始期とするため、令和６・７年度

にかけて見直しを行うものになります。

総務企画総務企画

教育福祉教育福祉

都市経済都市経済

慎重な審議の結果、一般会計予算・介護保険特別会計・後期高齢者医療特別会計は賛成多数で可決。国民健康保険特別会計・
水道事業会計・下水道事業会計は全員賛成で可決しました。主な審議内容は下記の通りです。

【未来につなぐ安全・安心予算】を目指した【未来につなぐ安全・安心予算】を目指した
令和６年度予算を可決令和６年度予算を可決

Ｑ　令和６年度、市長直属の「未来創造戦略室」

が設けられ、予算との関連性や内容の変化は。

Ａ　産業振興課からは、企業誘致推進事業・駅

周辺地域活性化事業・工業専用地域振興事業の

３つの事業が予算的に移管されます。

議案第 22 号　令和６年度白井市一般会計予算について〈一般会計予算〉

反対 　外国籍の子どもの数が約２倍に増

え、日本語指導補助教員は６人のままで心

配。文化センター改修基金積み立て予算が

１億５千万円で、いつまでに改修費が集まるの

か不安。給食センター賄材料費の予算約３億

円に対し残菜率を下げる努力などの改善が求

められます。

賛成 　本年度予算の目標「未来につなぐ安全・安心な白井市」は、市の防災力の強化事業、子供に関

する事業（子どもの居場所づくり・スクールバス・給食費）等に表れています。また、財政運営では、

自主財源確保・ＤＸ化や脱炭素といったところが強化されています。しかし、印西クリーンセンター

の次期中間処理施設建設の市負担分、文化センター大規模改修費といった大きな支出要因が出てきて

います。他方、安心要因は、市税・法人税・固定資産税の増加や「未来創造戦略室」が市長直属で新

設され、歳入獲得・企業誘致を中心とした事業、また、職員のモチベーションが高まるような人事編

成等への予算を評価し、市の未来につないでいく予算だと思います。

討　　論討　　論

Ａ　花粉採取用の機器購入は短期的な取組みに

なります。生産者と意見交換をしながら、労力が

かからないような長期的取組みについても考えて

いきたいと思っています。

Ｑ　学校給食センター運営に要する経費の賄材

料費が２億９８３２万円。残菜率で計算すると

４７８２万円相当が処分されています。次年度

の改善の取組みと目標は。



（４）第165号 令和 6年 6月 1日発行 しろい議会だより

発議案７件についての詳細は、表紙のQRコードから録画をご視聴ください。

〈�

発
議
案
第
１
号
〉
ガ
ザ
地
区
の
即
時
停
戦
と
国
連
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民

救
済
事
業
機
関
へ
の
援
助
再
開
を
求
め
る
決
議
に
つ
い
て

発議1

ガ
ザ
地
区
の
即
時
停
戦
、
資
金
援

助
再
開
の
決
議
案
は
否
決

ガ
ザ
地
区
の
即
時
停
戦
と
難
民
救
済
事
業
機
関
へ
の

援
助
再
開
を
求
め
る
決
議
案
は
賛
成
少
数
で
否
決
し

ま
し
た
。

〈�

発
議
案
第
２
号
〉
自
民
党
派
閥
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
収
入
を
巡

る
裏
金
事
件
の
真
相
解
明
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

発議2

自
民
党
派
閥
の
政
治
資
金
パ
ー

テ
ィ
ー
収
入
を
巡
る
裏
金
事
件
の

真
相
解
明
を
求
め
る
意
見
書
案
は

否
決

自
民
党
派
閥
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
を
巡
る
裏
金

事
件
を
受
け
、
地
方
議
員
と
し
て
政
府
に
真
相
解
明

を
求
め
る
意
見
書
を
出
す
発
議
は
、
賛
成
少
数
で
否

決
し
ま
し
た
。

〈�

発
議
案
第
７
号
〉
白
井
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

発議7

未
来
創
造
戦
略
室
の
所
掌
は
総
務

企
画
常
任
委
員
会
に
決
定

白
井
市
行
政
組
織
条
例
の
改
正
に
よ
り
、
未
来
創
造
戦

略
室
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
委
員
会
の
所
掌
を
変

更
す
る
条
例
の
改
正
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

〈�

議
案
第
31
号
〉
令
和
６
年
度
白
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号)

に
つ
い
て 

議案

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
や

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成

令
和
６
年
度
予
算
の
総
額
に
、
約
７
億
３
千
万
円
を

追
加
し
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
を
、
約
２
２
１
億

円
と
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

〈�

発
議
案
第
３
号
〉
志
賀
原
発
と
柏
崎
刈
羽
原
発
の
廃
炉
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て

発議3

志
賀
原
発
と
柏
崎
刈
羽
原
発
の
廃
炉

を
求
め
る
意
見
書
案
は
否
決

志
賀
原
発
と
柏
崎
刈
羽
原
発
は
２
０
２
４
年
元
日
に

石
川
県
能
登
半
島
を
襲
っ
た
地
震
に
よ
り
外
部
電
源

が
一
部
使
え
な
く
な
り
、
使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
の

水
が
あ
ふ
れ
る
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
ま
し
た
。

危
険
な
志
賀
原
発
と
柏
崎
刈
羽
原
発
の
廃
炉
を
求
め

る
意
見
書
案
は
賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

〈�

発
議
案
第
６
号
〉
白
井
市
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況
の
公
表
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

発議6

法
律
の
改
正
を
受
け
議
員
の
請
負
に

関
す
る
条
例
を
制
定

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
議
員
の
兼
務
禁
止
の
規

制
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
議
会
運
営
の
公
正
、

事
務
執
行
の
適
正
及
び
議
員
個
人
の
請
負
状
況
の
透

明
性
を
確
保
す
る
た
め
の
条
例
を
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

〈�

議
案
第
30
号
〉
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議案

常
勤
特
別
職
の
報
酬
改
正
と

通
勤
手
当
支
給
を
可
決

常
勤
特
別
職
【
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
】
の
月
額

給
与
改
正
と
、
通
勤
手
当
を
新
た
に
加
え
る
条
例
の

改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

決
議
案
の
概
要

　

ガ
ザ
地
区
の
南
端
ラ
フ
ァ
に

は
１
５
０
万
人
の
難
民
が
生
命

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
は
、
難
民
救
済
事
業

機
関
の
職
員
が
襲
撃
に
関
与
し

た
疑
惑
に
よ
り
、
資
金
供
出
を

停
止
し
て
い
ま
す
。
既
に
該
当

意
見
書
案
の
概
要

　

自
民
党
の
裏
金
事
件
に
対
す

る
国
民
の
怒
り
は
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
政
治
資
金
規
正
法
は
、

政
党
や
政
治
家
の
政
治
活
動
を

国
民
の
監
視
と
批
判
の
下
に
置

く
た
め
、
収
支
報
告
書
の
提
出

を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
不
記

載
や
虚
偽
記
載
は
国
民
を
裏
切

り
、
民
主
政
治
の
根
幹
を
揺
る

が
す
許
さ
れ
な
い
問
題
で
す
。

全
国
紙
の
世
論
調
査
で
は
、
自

民
党
が
説
明
責
任
を
果
た
し
て

い
な
い
と
考
え
る
人
が
91
％
に

条
例
案
の
概
要

　

未
来
創
造
戦
略
室
の
所
掌
に

追
加
補
正
予
算
の
概
要

・�

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入

費
用
の
一
部
を
補
助
。
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

助
成
（
詳
細
は
市
役
所
へ
）。

・
児
童
手
当
の
た
め
の
扶
助
費
。

・
ア
ク
セ
ス
道
路
工
事
請
負
費
。

・�

国
か
ら
の
物
価
高
騰
支
援
給

意
見
書
案
の
概
要

　

両
原
子
力
電
所
は
、
地
震
の

揺
れ
で
複
数
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
、
原
発
事
故
が
発
生
し
た
場

合
の
避
難
計
画
に
問
題
が
あ
り

輪
島
市
や
穴
水
町
、
志
賀
町
な

ど
か
ら
15
万
人
の
避
難
を
想
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
福
島
第
一

原
発
の
よ
う
な
事
故
が
起
き
た

場
合
に
は
、
多
く
の
住
民
が
被

爆
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
浮
き

条
例
案
の
概
要

　

地
方
議
員
の
な
り
手
不
足
へ

の
対
応
と
し
て
、
議
員
個
人
と

市
と
の
請
負
に
関
し
、
請
負
総

額
が
年
間
３
０
０
万
円
ま
で
は

規
制
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
ま
し

た
。
議
員
が
市
に
対
し
請
負
を

す
る
者
又
は
そ
の
支
配
人
で
あ

追
加
議
案
の
概
要

　

本
件
は
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
よ
り
の
意
見
を
基
に
審
議
。

報
酬
額
の
改
正
と
と
も
に
、
旅

費
の
基
準
は
、
一
般
職
員
と
同

じ
実
費
程
度
（
電
車
運
賃
・
距

離
に
応
じ
た
ガ
ソ
リ
ン
代
）
を

弁
償
す
る
も
の
で
、
令
和
６
年

４
月
１
日
よ
り
施
行
し
ま
す
。

の
職
員
が
、
追
放
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
即
時
停
戦
に
よ
り
、

人
命
を
守
り
、
難
民
事
業
機
関

へ
の
援
助
を
再
開
し
人
道
状
況

が
改
善
す
る
よ
う
求
め
る
内
容

で
す
。

の
ぼ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ー

テ
ィ
ー
券
販
売
の
ノ
ル
マ
超
過

分
を
収
支
報
告
書
に
記
載
せ
ず

に
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が

常
態
化
し
て
い
る
こ
と
は
、
地

方
議
会
議
員
の
信
用
に
も
関
わ

る
問
題
で
す
。
司
法
の
捜
査
と

証
人
喚
問
を
行
い
、
真
相
解
明

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
白

井
市
議
会
は
国
に
対
し
、
裏
金

事
件
の
真
相
解
明
を
強
く
求
め

る
と
い
う
内
容
で
す
。

属
す
る
事
項
を
総
務
企
画
常
任

委
員
会
と
す
る
改
正
内
容
で
す
。

付
金
お
よ
び
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
費
補
助
金
。

・�

職
員
確
保
の
た
め
採
用
す
る

会
計
年
度
職
員
の
人
件
費
。

※�〈
議
案
第
32
号
〉
国
民
健
康

保
険
・〈
議
案
第
33
号
〉
白

井
市
介
護
保
険
で
の
補
正
予

算
で
も
同
事
業
内
容
で
可
決
。

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
政
府
の

地
震
調
査
委
員
会
は
、
今
回
の

地
震
で
は
海
底
活
断
層
で
岩
盤

が
動
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て

い
ま
す
。
想
定
を
上
回
る
揺
れ

や
津
波
、
地
盤
の
変
化
が
原
発

を
襲
う
可
能
性
は
否
定
で
き
ま

せ
ん
。
国
に
対
し
原
発
の
廃
炉

を
求
め
る
内
容
で
す
。

る
場
合
に
、
公
表
の
た
め
議
長

に
請
負
の
状
況
を
報
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
等
に
よ
り
、

透
明
性
を
確
保
し
、
議
会
の
運

営
の
公
正
及
び
事
務
の
執
行
の

適
正
を
図
り
ま
す
。

区分（現職） 改正額 単位 給与の額

市長（※） 21,000円 1箇月 851,000円

副市長

（電車代）
17,000円 同上 707,000円

教育長

（ガソリン代）
16,000円 同上 666,000円

※市長は公用車使用のため支給なし。

Ｑ　債務負担行為について令和６年度から１１

年度まで賃貸借することになっている上下水道

設置管理システム機器で行う業務の内容は。

Ａ　既に上下水道課の窓口に設置している台帳シ

ステムの更新を行うための債務負担行為となりま

す。令和６年度に契約し、データ移行などの準備

を行い、賃貸借としては令和７年から１１年の５

か年となります。

〈水道事業会計〉

質問はありませんでした。

〈後期高齢者医療特別会計〉
Ｑ　下水道管渠築造工事委託料が７８２６万円

と大きな金額ですが工事地区は。

Ａ　神崎３０号雨水枝線１工区の工事は、冨士

地区の公共下水道雨水整備。八幡神社から冨士

１２４番地までの整備を進めていきます。令和

６年度は、八幡神社内の南側水路用地に雨水管、

１２０㎝角のコンクリート製ボックスカルバート

９５.５メートルの整備工事を委託する予定です。

〈下水道事業会計〉

Ｑ　後見制度利用支援事業に要する経費につい

て、扶助費の対象数は。

Ａ　成年後見の報酬助成は、７件で積算していま

す。

〈介護保険特別会計〉

Ｑ　災害臨時特例補助金で、現在市内に居住す

る東日本大震災対象者と減額理由は。

Ａ　令和５年度で２世帯３人です。令和６年度は

免除終了となり、窓口負担は減免されることとな

ります。

〈国民健康保険特別会計〉
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　14人（28項目）の
質問があり、その概
要を掲載しました。
　詳細は会議録をご
覧ください。この文
章は各議員が作成し
ています。

市
政
の
こ
こ
が

�
知
り
た
い

市
政
の
こ
こ
が

�
知
り
た
い

議員名下QRコード
をスマートホンで読
み取ると、各議員の
一般質問の動画がご
覧になれます。

お知らせお知らせ

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
導
入
に
向
け
た
経
緯
を
伺
い

ま
す
。

答　

こ
れ
か
ら
の
学
校
は
開
か

れ
た
学
校
か
ら
さ
ら
に
一
歩
踏

出
し
、
地
域
で
ど
の
よ
う
な
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
の
か
、
何

を
実
現
し
て
ゆ
く
の
か
と
い
う

目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
地
域
住
民

と
共
有
し
、
地
域
一
体
と
な
っ

て
子
ど
も
た
ち
を
育
む
、
地
域

と
共
に
あ
る
学
校
へ
と
転
換
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
域
全
体
で
子
ど
も
た

ち
の
学
び
を
展
開
し
て
い
く
環

境
を
整
え
、
子
ど
も
と
関
わ
る

中
で
大
人
も
共
に
学
び
合
い
育

ち
合
う
教
育
体
制
を
目
指
し
子

ど
も
を
軸
に
捉
え
、
様
々
な
関

係
機
関
や
団
体
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
を

支
え
る
一
体
的
、
総
合
的
な
教

育
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
に
桜
台
小
・
中
学

校
に
、
令
和
７
年
度
か
ら
市
内

全
小
・
中
学
校
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
ま

す
。

問　

桜
台
小
・
中
学
校
よ
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
活
発
な
地

域
も
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
令
和

６
年
度
に
桜
台
小
・
中
学
校
か

ら
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
か
。

答　

市
に
お
い
て
初
め
て
の
導

入
と
な
り
ま
す
の
で
、
手
探
り

で
進
め
て
い
く
部
分
も
あ
り
、

２
校
の
校
長
同
士
が
、
情
報
共

有
し
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
桜
台
小
・
中
学
校
に

導
入
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

問　

す
で
に
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
が
設
立
さ
れ
、
今
後
予
想
さ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
や

説
明
会
を
経
て
、
地
域
と
学
校

が
一
体
と
な
り
社
会
総
が
か
り

で
教
育
を
実
現
し
て
い
く
た
め

に
、
小
学
校
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
と
の
連
携
・
協
力
は
大
変

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
高
齢
者
の
見
守
り
事
業
」、

「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
外
の
住

居
表
示
」
に
つ
い
て
も
質
問
し

ま
し
た
。

問　

国
民
健
康
保
険
税
を
め

ぐ
っ
て
は
、
負
担
能
力
を
は
る

か
に
超
え
る
国
保
税
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年

全
国
知
事
会
は
、
協
会
け
ん
ぽ

並
み
の
保
険
負
担
率
ま
で
引
き

下
げ
る
た
め
に
国
保
に
１
兆
円

公
費
投
入
を
求
め
ま
し
た
。
国

保
世
帯
主
の
職
業
別
割
合
の
内
、

国
保
世
帯
主
が
無
職
の
割
合

は
、
１
９
６
５
年
は
６
．
６
％

だ
っ
た
の
が
、
２
０
２
０
年
で

は
43
．
５
％
に
増
え
６
．
６
倍

も
膨
れ
上
が
っ
て
い
ま
す
。
無

職
の
人
の
多
く
は
年
金
生
活
者

で
す
。
加
入
者
の
平
均
所
得
は

１
９
９
５
年
の
約
２
３
０
万

円
か
ら
２
０
２
２
年
に
は

１
３
０
万
円
と
減
少
し
、
ひ
と

り
あ
た
り
の
平
均
所
得
は
89
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
協
会
け

ん
ぽ
は
被
保
険
者
の
家
族
の
人

数
に
か
か
わ
ら
ず
加
入
者
本
人

の
収
入
に
賦
課
さ
れ
ま
す
。
国

保
料
は
収
入
の
な
い
子
ど
も
に

も
均
等
割
り
が
割
り
当
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
ず
、
収
入
の
な

い
子
ど
も
の
均
等
割
り
は
な
く

す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

答　

国
民
健
康
保
険
税
の
均
等

割
は
、
世
帯
人
数
に
応
じ
た
応

益
負
担
を
原
則
と
し
て
い
ま
す

の
で
、
均
等
割
を
な
く
す
事
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
更
新
時
期

と
一
斉
使
用
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
遅
延
の
解
決
に
つ
い
て
。

答　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
令
和
８
年

２
月
末
に
賃
貸
借
契
約
が
満
了

す
る
た
め
継
続
使
用
を
検
討
し

つ
つ
国
や
県
の
補
助
金
を
活
用

し
た
適
切
な
更
新
が
で
き
る
よ

う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
増
強

と
合
わ
せ
て
令
和
６
年
度
中
に

更
新
期
間
を
決
定
し
ま
す
。

問　

学
校
図
書
館
の
蔵
書
数
は

各
学
校
と
も
充
足
し
て
い
ま
す

が
、
古
い
本
の
廃
棄
が
進
ま
な

い
現
状
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答　

廃
棄
基
準
は
各
学
校
で
定

め
て
い
ま
す
が
、
学
校
図
書
館

整
備
の
大
切
な
業
務
で
あ
る
の

で
教
育
委
員
会
と
し
て
基
準
を

示
し
来
年
度
以
降
の
課
題
と
し

て
学
校
に
依
頼
し
て
い
き
ま
す
。

問　

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
と
紙
の

本
に
親
し
む
図
書
館
整
備
は
。

答　

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は
急
速

な
変
化
、
進
化
を
し
、
遅
れ
な

い
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。
一

方
、
紙
、
本
の
文
化
も
学
校
教

育
に
と
っ
て
大
事
で
あ
り
、
そ

の
拠
点
が
図
書
館
で
す
。
廃
棄

も
含
め
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問　

火
傷
病
対
策
（
市
内
の
五

割
強
の
梨
農
家
が
中
国
産
の
花

粉
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
授

粉
用
の
花
粉
の
確
保
）
は
。

答　

白
井
市
を
梨
産
地
と
し
て

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
授
粉

用
花
粉
を
地
域
で
確
保
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
当
面
の
策
と
し

て
、
来
シ
ー
ズ
ン
の
花
粉
採
取

の
た
め
の
機
器
購
入
に
つ
い
て

千
葉
県
と
共
同
で
実
施
し
て
い

る
「
輝
け
！
ち
ば
の
園
芸
次
世

代
産
地
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、

授
粉
時
期
に
間
に
合
う
よ
う
に

支
援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
で

花
粉
を
融
通
し
あ
え
る
よ
う
梨

業
組
合
を
通
じ
て
要
請
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

問　

農
業
用
資
材
の
価
格
高
騰

対
策
に
つ
い
て
は
。

答　

市
で
は
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
、
電
力
・
ガ
ス
等
の

価
格
高
騰
に
よ
る
影
響
を
受
け

る
農
業
者
を
含
め
た
中
小
企
業

等
を
支
援
す
る
た
め
、
電
力
・

ガ
ス
等
価
格
高
騰
対
策
支
援
金

を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
千
葉

県
で
実
施
し
た
農
業
用
生
産
資

材
価
格
高
騰
緊
急
支
援
事
業
な

ど
を
周
知
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

問　

梨
の
剪
定
枝
の
処
分
は
。

答　

現
在
、
市
内
の
農
家
等
か

ら
発
生
し
た
果
樹
剪
定
枝
に
つ

い
て
は
市
内
の
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
施
設
に
無
料
で
搬
入
す
る
制

度
が
あ
り
、
毎
年
千
ト
ン
以
上

の
剪
定
枝
が
搬
入
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令

に
お
い
て
、
剪
定
枝
を
焼
却
し
、

そ
の
灰
を
肥
料
と
す
る
場
合
な

ど
、
農
業
を
営
む
た
め
に
や
む

を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ

る
廃
棄
物
の
焼
却
は
例
外
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
焼
却
を
実
施
す

る
農
業
者
に
対
し
て
は
、
近
隣

住
民
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ

う
に
指
導
す
る
と
と
も
に
近
隣

住
民
か
ら
苦
情
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
農
業
を
営
む
た
め
に
や

む
を
得
な
い
行
為
で
あ
る
事
を

丁
寧
に
説
明
し
、
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

問　

白
井
市
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
住
宅
は
あ
り
ま
す
か
。

答　

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
住

宅
と
は
、
低
所
得
者
や
高
齢
者
、

障
が
い
者
、
子
育
て
世
代
等
の

住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
入
居
を

拒
ま
な
い
賃
貸
住
宅
と
し
て
都

道
府
県
に
登
録
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
令
和
６
年
１
月
現
在
、

市
内
に
39
棟
３
０
７
戸
あ
り
ま

す
。

問　
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

住
宅
の
空
き
が
な
い
の
で
、
県

営
住
宅
を
借
り
上
げ
、
市
営
住

宅
に
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

答　

市
営
住
宅
の
整
備
は
、
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

問　

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
防

災
の
実
現
に
つ
い
て
聞
き
ま
す
。

答　

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
難

病
患
者
・
妊
婦
等
、
一
人
で
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
な
要
配
慮

者
支
援
に
つ
い
て
家
庭
や
地
域

ぐ
る
み
の
共
助
を
基
本
と
し
要

配
慮
者
の
的
確
な
把
握
、
災
害

情
報
の
伝
達
手
段
の
確
立
、
安

否
確
認
、
救
助
体
制
等
の
避
難

行
動
に
係
る
体
制
を
確
立
す
る

必
要
が
あ
り
、
ま
ず
避
難
行
動

要
支
援
者
の
個
別
避
難
計
画
の

策
定
を
進
め
ま
す
。
福
祉
避
難

所
は
15
施
設
を
確
保
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
開
設

で
き
な
か
っ
た
場
合
、
市
内
の

ホ
テ
ル
２
施
設
を
２
次
避
難
所

と
想
定
、
ま
た
国
、
県
に
２
次

避
難
所
確
保
の
要
請
を
し
ま
す
。

　

地
域
と
共
に
あ
る
学
校
へ
の

�

転
換
を

　

国
保
税
・
子
ど
も
の

�

均
等
割
り
廃
止
を
求
め
る

　

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
と
と
も
に

�

学
校
図
書
館
の
充
実
を

　

梨
栽
培
の
振
興

　

安
心
し
て
住
め
る
公
営
住
宅
を　

　

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

�

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
防
災
の
実
現
を　

長
谷
川　

則
夫
議
員

根
本　

敦
子
議
員

石
井　

恵
子
議
員

秋
谷　

公
臣
議
員
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問　

駅
周
辺
地
域
活
性
化
の
た

め
の
市
の
取
組
み
を
伺
い
ま
す
。

答　

駅
周
辺
地
域
活
性
化
事
業

は
重
点
戦
略
事
業
に
位
置
付
け

し
て
い
ま
す
。
●
西
白
井
駅
で

は
官
民
連
携
、
公
有
地
と
民
有

地
の
一
体
的
活
性
化
の
方
針
で

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
の

協
議
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
、

庁
内
横
断
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
の
検
討
を
実
施
。
●

白
井
駅
で
は
市
役
所
か
ら
駅
一

帯
の
エ
リ
ア
で
企
業
誘
致
他
の

変
化
、
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

改
訂
等
広
い
ゾ
ー
ン
と
し
て
の

方
向
性
を
出
し
て
い
き
ま
す
。

問　

市
長
直
属
「
未
来
創
造
戦

略
室
」
設
置
と
市
の
青
写
真
は
。

答　

市
の
再
整
備
を
加
速
さ
せ

て
い
き
た
い
で
す
。

「
地
域
ご
と
の
具
体
的
防
災
」

に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

問　

令
和
６
年
度
の
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
国
の
指
針
に
つ
い
て
。

答　

こ
れ
ま
で
全
額
国
費
で
無

料
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
来

年
度
か
ら
の
定
期
接
種
化
の
際

は
被
接
種
者
に
費
用
負
担
が
生

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問　

名
古
屋
市
立
大
学
の
医
師

で
も
あ
る
教
授
が
「
今
は
コ
ロ

ナ
と
い
う
の
は
命
に
関
わ
る
よ

う
な
病
で
は
な
い
。
ワ
ク
チ
ン

を
勧
め
る
理
由
は
な
い
の
で
は

な
い
か
」「
ワ
ク
チ
ン
も
含
め
、

薬
は
効
果
と
副
作
用
の
バ
ラ
ン

ス
が
大
事
。
現
時
点
で
は
副
作

用
の
ほ
う
が
強
い
ワ
ク
チ
ン
で

は
な
い
か
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
康
被
害
の
申
請
者
の

数
が
多
く
、
世
界
中
で
副
作
用

に
関
す
る
論
文
が
三
千
以
上
も

出
て
い
る
た
め
、
費
用
の
一
部

を
市
が
負
担
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
市
長
の
考

え
は
ど
う
で
す
か
。

答　

市
長
会
で
も
、
ワ
ク
チ
ン

に
対
し
て
の
副
反
応
の
デ
ー
タ

を
も
っ
と
国
民
に
開
示
し
て
ほ

し
い
と
要
望
・
意
見
も
出
て
い

ま
す
が
、
重
症
化
予
防
に
も
効

果
が
あ
る
な
ど
、
様
々
な
意
見

が
あ
る
た
め
、
助
成
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
き
た
い
で
す
。

「
部
活
動
地
域
移
行
」
に
つ
い

て
も
質
問
し
ま
し
た
。

　

市
の
ビ
ジ
ョ
ン
と

�

西
白
井
駅
・
白
井
駅
周
辺
の
活
性
化
は　

　

令
和
６
年
度
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

�

へ
の
助
成
は
慎
重
な
対
応
を　

問　

白
井
市
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場

所
は
。

答　

市
が
設
置
し
て
い
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
は
、
市
役
所
・
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
・
各
セ
ン
タ
ー
・
小
中

学
校
等
の
33
箇
所
に
各
１
台
、

市
内
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
10
店

舗
に
各
１
台
の
合
計
43
台
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

問　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
状
況
は
。

答　

市
が
設
置
・
管
理
す
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
今
年
度
の
使
用
状
況
は
、

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
で
１
件
、

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
白
井
ベ
リ
ー

フ
ィ
ー
ル
ド
店
で
１
件
の
計
２

件
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
２
件

と
も
電
極
パ
ッ
ト
を
装
着
し
ま

し
た
が
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与

え
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

問　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
用
し
て
、
万
が
一
失
敗
し
た

場
合
の
責
任
は
。

答　

法
律
上
、
刑
法
第
37
条

に
よ
り
救
急
手
当
は
「
社
会
的

相
当
行
為
」
と
し
て
違
法
性
を

問
わ
れ
ず
、
故
意
も
し
く
は
重

過
失
で
な
け
れ
ば
法
的
責
任
は

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

民
法
第
６
９
８
条
に
よ
り
、
悪

意
ま
た
は
、
重
過
失
が
な
い
限

り
、
善
意
で
実
施
し
た
救
命
手

当
の
結
果
に
救
命
手
当
の
実
施

者
が
被
災
者
な
ど
か
ら
責
任
を

問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
つ
い
て
は
。

答　

機
器
本
体
は
、
毎
日
、
自

動
で
機
器
本
体
、
バ
ッ
テ
リ
ー

及
び
電
極
パ
ッ
ト
等
に
異
常
や

不
具
合
が
な
い
か
確
認
し
、
異

常
や
不
具
合
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
警
告
音
と
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー

に
よ
り
警
告
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

危
機
管
理
課
で
一
括
管
理
し
て

い
ま
す
。

問　

Ａ
Ｅ
Ｄ
ケ
ー
ス
に
色
付
き

三
角
巾
を
備
え
る
こ
と
は
。

答　

色
付
き
三
角
巾
の
備
え

に
つ
い
て
は
、
傷
病
者
へ
の
配

慮
と
併
せ
て
止
血
等
の
応
急
手

当
に
も
活
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、

有
効
な
備
え
で
あ
り
設
置
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

「
避
難
所
の
ト
イ
レ
環
境
」
に
つ

い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

問　

市
の
住
宅
の
耐
震
化
が
進

ま
な
い
理
由
と
検
討
に
つ
い
て
は
。

答　

耐
震
化
の
必
要
性
の
周
知

の
他
、
戸
建
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ

問　
「
こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ま

で
の
延
長
戦
で
は
な
い
」
と
は

川
北
秀
人
氏
の
言
葉
。
人
口
減

少
や
物
価
高
騰
の
中
で
も
、
基

礎
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
・
修
繕
は

不
可
欠
。
計
画
立
案
時
に
な

か
っ
た
文
化
セ
ン
タ
ー
大
規
模

改
修
費
・
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン

問　

ど
の
よ
う
な
効
果
を
狙
っ

て
課
に
昇
格
さ
せ
る
の
で
す
か
。

答　

大
き
い
の
は
２
０
４
０
年

問
題
で
あ
り
、
労
働
者
が
今
の

半
分
に
な
る
こ
と
で
す
。
市
は

今
か
ら
準
備
を
し
て
優
秀
な
人

材
を
確
保
し
、
選
ば
れ
る
市

役
所
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

働
き
が
い
の
あ
る
市
役
所
を
つ

く
る
こ
と
が
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
、
拡
充
に
な
る
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
人
事
課
を
設
置
し

て
、
長
い
目
で
人
を
確
保
し
て

育
て
、
そ
の
職
員
が
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
担
う
環
境
づ
く
り
を
強

化
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

誘
致
さ
れ
る
こ
と
で
市
の
財
政

に
与
え
る
影
響
は
。

答　

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
等
が
市

街
化
区
域
に
誘
致
さ
れ
、
高
規

格
な
施
設
が
建
設
さ
れ
た
場

合
、
当
該
施
設
の
建
物
に
対
し

て
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税

を
、
設
備
に
対
し
て
固
定
資
産

税
を
課
税
す
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
市
税
収
入
が
増
加
さ
れ

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
自

主
財
源
の
増
加
と
な
る
こ
と
か

ら
、
市
の
安
定
し
た
行
財
政
運

営
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

問　

市
が
県
か
ら
無
償
で
も

ら
っ
た
土
地
に
対
し
て
、
周
辺

地
権
者
か
ら
保
全
に
関
す
る
同

意
を
得
て
い
ま
す
か
。

答　

当
時
の
企
業
庁
か
ら
環
境

保
全
等
公
的
利
用
を
前
提
と
し

て
市
が
譲
り
受
け
た
土
地
に
つ

い
て
は
、
隣
接
の
地
権
者
等
か

ら
環
境
の
保
全
と
い
う
こ
と
で

の
目
的
に
つ
い
て
の
同
意
と
い

う
も
の
は
い
た
だ
い
て
お
り
ま

せ
ん
。

問　

谷
田
・
清
戸
地
区
全
体
が

保
全
区
域
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

企
業
が
こ
の
場
所
に
名
の
り
を

上
げ
ら
れ
な
い
、
こ
の
こ
と
が

谷
田
地
区
の
発
展
を
妨
げ
て
い

た
の
で
す
。
年
度
内
に
市
所
有

地
以
外
の
民
有
地
を
保
全
区
域

か
ら
外
す
決
定
を
し
、
民
有
地

の
地
権
者
の
方
と
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
設
立
を
目
指
し
、

新
た
な
産
業
の
受
け
皿
を
創
出

す
る
な
ど
、
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
、
土
地
利
用
を
行
う
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
土
地
利
用
が
一
歩

も
二
歩
も
前
進
し
ま
す
。
年
度

内
に
保
全
区
域
を
白
井
市
有
地

に
限
る
決
定
を
約
束
し
て
い
た

だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答　

地
域
の
課
題
や
将
来
の
あ

る
べ
き
姿
な
ど
地
権
者
の
方
々

の
考
え
や
思
い
を
聞
か
せ
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
か
ら
の
次
期
総
合

計
画
の
策
定
、
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
開
始
し
、

今
後
市
の
将
来
像
を
考
え
て
い

く
中
で
谷
田
・
清
戸
地
区
の
方

向
性
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

タ
ー
次
期
中
間
処
理
施
設
建
設

の
白
井
市
負
担
金
の
莫
大
な
支

出
見
込
み
の
状
況
変
化
に
対
す

る
計
画
の
見
直
し
と
今
後
は
。

答　

①
市
営
水
道
は
、
水
需
要

を
踏
ま
え
た
施
設
規
模
や
独
自

の
更
新
時
期
を
検
討
し
、
更
新

計
画
を
策
定
し
ま
す
。
②
下
水

道
は
、
冨
士
地
区
の
雨
水
整
備
、

計
画
的
な
点
検
・
改
築
を
実
施

し
、
令
和
７
年
度
に
次
期
新
計

画
を
策
定
し
ま
す
。
③
道
路
補

修
修
繕
計
画
は
、
令
和
８
～
12

年
度
ま
で
の
計
画
改
訂
を
予
定
。

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
は
、

計
画
の
労
務
単
価
・
工
事
単
価

の
見
直
し
等
、
策
定
内
容
を
改

訂
し
ま
し
た
。
④
公
共
施
設
で

も
、
計
画
内
容
の
見
直
し
を
適

宜
行
い
事
業
推
進
を
図
り
ま
す
。

ン
の
耐
震
診
断
、
戸
建
住
宅
の

耐
震
改
修
工
事
に
対
し
補
助
金

制
度
に
よ
る
住
宅
の
所
有
者
の

費
用
負
担
軽
減
等
の
取
組
み
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合

に
お
け
る
耐
震
化
に
関
す
る
周

知
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答　

今
年
度
は
耐
震
化
の
必
要

性
、
進
め
方
、
課
題
の
解
決
に

向
け
た
ヒ
ン
ト
、
参
考
事
例
な

ど
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
送
付
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

問　

住
宅
の
耐
震
化
に
関
す
る

補
助
制
度
の
概
要
と
実
績
は
。

答　

戸
建
て
住
宅
の
耐
震
診
断

の
補
助
金
額
は
費
用
の
３
分
の

２
、
上
限
額
７
万
円
で
こ
れ
ま

で
の
実
績
は
令
和
２
年
度
ま
で

に
14
件
。
戸
建
住
宅
の
耐
震
改

修
工
事
の
補
助
金
額
は
、
費
用

の
３
分
の
１
、
上
限
50
万
円
で

こ
れ
ま
で
の
実
績
は
令
和
２
年

度
ま
で
に
７
件
で
、
そ
れ
以
降

は
あ
り
ま
せ
ん
。
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
の
耐
震
診
断
は
、
補
助
金
額

は
費
用
の
３
分
の
２
、
上
限
額

百
万
円
で
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

市
の
在
来
地
区
と
、
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
地
区
等
、
成
り
立
ち
が

異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を

捉
え
、
地
区
ご
と
に
耐
震
化
の

目
標
設
定
を
検
討
し
て
は
。

答　

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

問　

大
地
震
に
備
え
、
建
物
の

崩
壊
は
命
に
関
わ
る
問
題
で
す
。、

委
員
会
等
の
設
置
の
考
え
は
。

答　

市
は
委
員
会
等
を
設
置
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

市
長
の
耐
震
化
問
題
の
早

急
性
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害
に
対

応
し
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

に
考
え
令
和
６
年
度
予
算
に
も

反
映
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
能

登
半
島
地
震
か
ら
、
建
物
を
い

か
に
地
震
に
耐
え
ら
れ
る
基
準

に
し
て
い
く
か
が
大
事
と
考
え
、

何
が
必
要
か
を
さ
ら
に
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
色
付
き
三
角
巾
を

�

備
え
る
こ
と
は

　

今
こ
そ
耐
震
診
断
・

�

耐
震
化
に
取
り
組
む
と
き

　

上
下
水
道
・
道
路
橋
梁
・

�

公
共
施
設
の
今
後
を
問
う

　

人
材
育
成
の
重
要
性

�

来
年
度
か
ら
人
事
課
設
置

　

土
地
利
用
で
税
収
増
・

�

運
賃
値
下
げ
を

武
藤　

美
砂
子
議
員

石
田　

里
美
議
員

平
田　

新
子
議
員

久
保
田　

江
美
議
員

田
中　

和
八
議
員

AED

AED

automated external defibrillator

自動体外式除細動器

扉を開けるとアラームが鳴ります。注意
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問　

市
民
自
治
の
実
現
に
向
け

た
地
域
ぐ
る
み
の
ま
ち
づ
く
り

の
取
組
み
に
お
い
て
、
声
を
か

け
ら
れ
る
団
体
が
重
複
し
て
い

ま
す
。
受
け
手
と
体
制
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答　

各
事
業
の
横
断
的
な
連
携

等
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問　

市
民
参
加
条
例
の
改
定
を

提
案
し
ま
し
た
が
、
取
組
み
は
。

答　

平
成
16
年
の
施
行
か
ら
改

正
さ
れ
て
お
ら
ず
、
社
会
情
勢

等
に
合
わ
せ
た
検
討
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
キ
ャ

ン
パ
ス
ピ
市
と
の
友
好
都
市
協

定
が
解
消
後
、
新
た
な
友
好
都

市
締
結
の
予
定
は
。

答　

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

白
井
国
際
交
流
協
会
は
大

使
講
演
会
・
各
種
語
学
教
室
・

世
界
の
ダ
ン
ス
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、
白

井
市
民
と
外
国
人
と
の
交
流
事

業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

多
国
籍
企
業
や
在
留
外
国
人
の

翻
訳
・
生
活
支
援
を
兼
ね
、
活

動
拠
点
の
提
供
は
で
き
ま
せ
ん

か
。
周
辺
多
く
の
自
治
体
は
提

供
し
て
い
ま
す
。

答　

今
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

白
井
市
が
関
与
し
て
い
る
団
体

は
全
て
有
益
な
活
動
を
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
方
々
と

同
等
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
大
規
模
災
害
の
広
域
連
携
協

定
」
「
出
張
所
廃
止
へ
の
影
響
」

に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
受
け
手
と
は　

　

国
際
交
流
事
業
を
問
う　

問　

白
井
市
は
地
域
防
災
計

画
を
見
直
す
と
し
て
い
ま
す
が
、

内
容
は
。

答　

県
の
防
災
計
画
の
修
正
に

よ
り
行
う
も
の
や
点
検
・
検
証

に
よ
り
修
正
す
る
も
の
、
能
登

半
島
地
震
を
受
け
、
見
直
し
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
箇
所
を
併

せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
で
す
。

問　

想
定
震
源
地
に
つ
い
て
見

直
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

答　

市
の
想
定
地
震
は
令
和
２

年
度
実
施
の
防
災
ア
セ
ス
メ
ン

ト
調
査
に
よ
る
も
の
で
、
最
大

規
模
の
地
震
を
白
井
市
直
下
に

想
定
し
て
い
ま
す
。

問　

千
葉
県
は
全
国
に
先
駆
け

て
千
葉
県
北
西
部
の
活
断
層
調

査
と
地
下
構
造
調
査
を
実
施
し
、

白
井
市
を
含
む
県
の
西
側
は
地

下
５
㎞
位
の
活
断
層
は
存
在
し

な
い
こ
と
、
地
震
の
際
に
揺
れ

が
集
中
す
る
よ
う
な
地
下
構

造
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
白
井
市
の
想

定
は
存
在
し
な
い
活
断
層
を
震

源
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
千

葉
県
の
地
域
防
災
計
画
に
も
抵

触
し
ま
す
。
ま
た
市
は
地
盤
が

強
固
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
企
業
誘

致
し
て
い
る
一
方
で
、
直
下
に

活
断
層
が
あ
る
と
い
う
想
定
を

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
計
画

の
信
頼
性
も
損
な
い
ま
す
。
至

急
見
直
し
を
し
て
頂
き
た
い
。

答　

条
件
等
の
内
容
の
見
直
し
、

断
層
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
も

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

白
井
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
、
農
業
・
商
業
・
工
業

に
並
び
初
め
て
観
光
が
位
置
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
み
ど
り
を
観

光
資
源
と
し
て
成
り
立
た
せ
る

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
組
み

が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

答　

市
民
に
よ
る
魅
力
の
発
見

や
体
験
を
推
進
し
適
切
な
情
報

発
信
を
行
う
こ
と
や
、
既
存
産

業
で
あ
る
農
業
・
商
業
・
工
業

が
連
携
し
、
新
た
な
観
光
資
源

の
創
出
と
、
観
光
に
資
す
る
企

業
を
誘
致
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　

農
ラ
イ
フ
（
自
然
と
共
に

あ
る
暮
ら
し
）
は
、
近
年
若
者

の
人
気
を
集
め
て
お
り
、
モ
ノ

消
費
か
ら
コ
ト
消
費
、
ト
キ
消

費
へ
と
物
質
的
な
豊
か
さ
か
ら

問　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
廃
止

か
存
続
か
を
教
育
委
員
会
で
話

し
合
い
、
３
人
全
員
が
「
幼
稚

園
か
ら
の
学
習
投
影
が
教
育

的
評
価
に
値
す
る
た
め
存
続

す
べ
き
」
と
意
見
を
出
し
た
の

に
、
司
会
が
突
然
「
存
続
の
上

で
、
他
施
設
同
様
に
一
部
機
能

縮
小
や
廃
止
は
や
む
を
得
な
い

と
い
う
こ
と
で
い
い
で
す
か
」
と

ま
と
め
た
の
で
、
驚
き
ま
し
た
。

教
育
委
員
は
、
他
３
施
設
は
検

討
会
の
提
言
通
り
、
全
面
的
に

縮
小
す
る
方
針
を
決
め
ま
し
た

が
、
十
分
に
議
論
し
ま
し
た
か
。

答　

そ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

本
当
で
す
か
。
検
討
会
の

提
言
を
承
認
す
る
意
見
の
み
で

問　

白
井
市
は
子
育
て
世
代
の

流
入
に
あ
た
り
、
保
護
者
・
子

ど
も
た
ち
が
喜
ん
で
登
園
し
た

く
な
る
よ
う
な
保
育
の
質
の
充

実
が
最
優
先
課
題
で
す
。
取
組

み
状
況
は
。

答　

公
立
・
私
立
を
問
わ
ず
現

場
の
保
育
士
が
自
ら
考
え
提

案
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

気
軽
に
真
面
目
な
話
を
す
る
保

育
士
の
懇
談
会
（
オ
フ
サ
イ
ト

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
を
開
催
し
て

お
り
、
有
意
義
な
交
流
や
意
見

交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

問　

こ
ど
も
あ
ん
ぜ
ん
マ
イ
ス

タ
ー
認
定
へ
の
取
得
状
況
は
。

答　

39
名
の
保
育
士
が
認
定
さ

れ
、
市
内
12
園
中
11
園
が
在
籍

園
と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

問　

素
晴
ら
し
い
成
果
で
す
。

こ
の
連
携
を
、
保
育
士
免
許
を

持
ち
保
育
現
場
で
働
い
て
い
な

い
潜
在
保
育
士
ま
で
拡
大
で
き

る
よ
う
希
望
し
ま
す
。
保
育
施

策
に
対
す
る
市
長
の
考
え
は
。

答　

子
ど
も
を
大
切
に
す
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

問　

現
在
の
白
井
市
の
認
知
症

に
対
す
る
施
策
は
。

答　

認
知
症
の
当
事
者
及
び
家

族
に
は
、「
認
知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
配
布
、
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
個
別
の
相

談
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
当
事
者
の
思
い
を
聞
く
本

人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
家
族
等
へ

講
話
や
交
流
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
地
域
に
お
い
て
は
、
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
地
域

で
温
か
く
見
守
る
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
と
、
訪
問
に

よ
る
見
守
り
活
動
の
実
施
や
当

事
者
や
家
族
が
集
う
お
楽
し
み

処
を
運
営
す
る
認
知
症
パ
ー
ト

ナ
ー
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

問　

認
知
症
の
人
が
１
人
で
外

出
し
、
行
方
不
明
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
市
の
取
組
み
は
。

答　

市
で
は
、
行
方
不
明
と
な
っ

た
高
齢
者
等
の
早
期
発
見
、
保

護
及
び
事
故
の
防
止
に
努
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
印
西
地

区
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡

協
議
会
に
加
入
し
、
防
災
無
線

や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
情
報
提
供
に

よ
る
早
期
発
見
の
取
組
み
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
と
連
携
し
た
発

見
後
の
当
事
者
及
び
家
族
へ
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
家
族

に
対
し
当
事
者
の
靴
に
氏
名
等

を
記
載
す
る
よ
う
周
知
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
認
知
症
の
人

が
行
方
不
明
と
な
っ
た
際
の
対

応
に
つ
い
て
ま
と
め
た
チ
ラ
シ

を
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
や
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
等
で
広

く
市
民
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

問　

発
見
者
が
気
付
き
や
す
く
、

保
護
者
と
す
ぐ
に
連
携
が
で
き

る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
の
認
知
症

見
守
り
シ
ー
ル
の
活
用
は
。

答　

民
間
の
見
守
り
サ
ー
ビ

ス
の
一
つ
と
し
て
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問　

認
知
症
の
人
の
見
守
り
訓

練
の
実
施
は
。

答　

見
守
り
訓
練
は
、
認
知
症

の
人
へ
の
対
応
を
地
域
の
人
や

関
係
者
が
連
携
し
実
際
に
模

擬
体
験
を
行
う
も
の
で
、
現
在
、

実
施
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

し
た
。
図
書
館
の
本
の
削
減
等

へ
の
意
見
は
出
ま
し
た
か
。

答　

２
年
間
検
討
し
た
提
言
書

を
尊
重
し
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

問　

改
修
内
容
決
定
の
経
緯
は
。

答　

改
修
内
容
は
未
決
定
で
、

令
和
６
年
度
に
基
本
計
画
策
定

を
進
め
る
際
に
検
討
し
ま
す
。

問　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
音

響
の
良
さ
、
本
の
多
さ
、
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
、
白
井
の
歴
史
の

展
示
が
自
慢
だ
と
意
見
が
出
ま

し
た
。
ど
う
反
映
さ
せ
ま
す
か
。

答　

計
画
策
定
時
に
参
考
に
で

き
る
も
の
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問　

４
施
設
の
運
営
協
議
会
の

専
門
家
も
、
計
画
策
定
の
メ
ン

バ
ー
に
入
れ
る
べ
き
で
は
。

答　

そ
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

子
ど
も
た
ち
の
意
見
は
ど

う
聴
取
し
て
反
映
さ
せ
ま
す
か
。

答　

世
代
を
問
わ
ず
出
せ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
で
集
め
た
い
で
す
。

問　

不
十
分
過
ぎ
ま
す
。
ぜ
ひ

小
・
中
学
校
、
高
校
に
出
向
い

て
話
し
て
も
ら
い
、
自
慢
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
意
見
を
集
め
て
く

だ
さ
い
。
38
億
円
を
ど
う
集
め

る
の
か
、
具
体
的
な
案
は
な
い

よ
う
で
す
。
ど
ん
な
魅
力
を
伸

ば
す
か
考
え
る
べ
き
で
は
。
文

化
セ
ン
タ
ー
の
売
り
は
。

答　

大
ホ
ー
ル
の
音
響
や
図
書

館
は
よ
く
耳
に
す
る
の
で
、
ア

ン
ケ
ー
ト
等
を
確
認
し
、
最
終

的
に
市
民
の
み
な
さ
ん
に
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
し
て
、
あ

る
程
度
の
合
意
を
得
た
い
で
す
。

精
神
的
な
豊
か
さ
へ
と
需
要
が

変
化
す
る
現
代
に
お
い
て
、
行

政
と
し
て
も
遊
休
農
地
の
活
用

で
後
押
し
が
で
き
る
も
の
と
考

え
ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

農
地
は
食
料
を
生
産
す

る
た
め
の
原
資
で
あ
り
中
心
的

担
い
手
等
へ
の
集
積
・
集
約
を

原
則
と
す
る
も
の
で
、
活
用
し

切
れ
な
い
農
地
が
あ
る
場
合
は
、

農
ラ
イ
フ
が
体
験
で
き
る
観
光

資
源
と
し
て
の
活
用
も
考
え
ら

れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

創
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答　

ま
ず
は
受
入
れ
体
制
の
整

備
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
農
家
や
地
域
の
理
解
が
必

要
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
市
と

し
ま
し
て
も
、
先
進
地
の
取
組

み
に
つ
い
て
情
報
発
信
を
し
て

い
く
こ
と
等
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

問　

農
家
や
地
域
の
理
解
を
ど

の
よ
う
に
図
り
ま
す
か
。

答　

現
在
、
各
地
域
で
そ
の

地
域
の
誰
も
が
参
加
で
き
る
協

議
の
場
を
設
け
、
地
域
農
業
の

将
来
の
在
り
方
等
を
話
し
合
い
、

地
域
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
場
で
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
話
が
出

て
く
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
、
理
解
を
図
る
場
の
一
つ
に

な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

白
井
市
直
下
に
活
断
層
は
あ
り
ま
せ
ん

�

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を

　

観
光
資
源
と
し
て
の
「
農
」

　

文
化
セ
ン
タ
ー
４
施
設
の
改
修
計
画
は

�

市
だ
け
で
決
め
ず
市
民
参
加
を

　

魅
力
的
な
保
育
園
の
実
現
を
問
う

　

認
知
症
の
人
が
尊
厳
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

�

共
生
社
会
の
実
現
へ

柴
田　

圭
子
議
員

広
沢　

修
司
議
員

徳
本　

光
香
議
員

荒
井　

靖
行
議
員

石
原　

淑
行
議
員
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白
井
市
を
縦
断
す
る
木
下
街
道
は
、
今
で
も
交
通
量
の

多
い
道
路
で
す
が
、
江
戸
の
昔
か
ら
銚
子
か
ら
の
物
質
輸

送
や
、
香
取
・
鹿
島
・
成
田
詣
の
参
詣
道
と
し
て
も
大
い

に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
松
尾
芭
蕉
も
「
鹿
島
紀
行
」
の
旅

で
木
下
街
道
を
歩
い
て
い
ま
す
。
松
尾
芭
蕉
の
俳
諧
の
理

念
に
「
不
易
流
行
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

　

変
わ
ら
な
い
も
の
と
変
わ
る
も
の
を
両
方
取
り
入
れ

て
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

白
井
市
で
は
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
が
始
ま
り
、

伝
統
的
な
も
の
と
新
し
い
も
の
が
融
合
し
な
が
ら
、
発
展

し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
は
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
春
、
４
年
ぶ
り
に
来
賓
を
迎
え
た
小
中
学
校
の
卒

業
式
と
入
学
式
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
達
の
歌
声
と
凛
々
し

い
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
未
来
の
人
材
に
万
歳
！
エ
ー
ル

を
送
り
ま
す
。

�

（
武
藤
美
砂
子
）

議 案 等 審 議 結 果 一 覧 表議 案 等 審 議 結 果 一 覧 表
　〇は賛成　×は反対　欠は欠席　―は採決に不参加

議
案
第
１
号　

令
和
５
年
度
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
12
号
）

住
民
税
令
和
５
年
度
均
等
割
り
の
み
の
世
帯
に

７
万
円
。
18
歳
以
下
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い

る
住
民
税
非
課
税
世
帯
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
、
子
ど
も
１
人
あ
た
り
５
万
円
。
市
内
の
保

育
事
業
者
に
40
万
円
か
ら
70
万
円
の
支
援
金
を

交
付
す
る
内
容
で
す
。
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

第
１
回
臨
時
会

�

（
令
和
６
年
１
月
22
日
開
催
）

主

な

質

疑

Ｑ　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ　

住
民
税
非
課
税
の
分

は
、
３
月
下
旬
の
給

付
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
子
育
て
加
算
は

非
課
税
世
帯
と
均
等

割
り
世
帯
の
給
付
が

終
了
し
な
い
と
、
進

め
な
い
状
況
で
す
。

令
和
６
年
度
に
な
る

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ　

保
育
等
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
に
対
す
る
目
的

は
。

Ａ　

保
育
等
サ
ー
ビ
ス
は

市
民
の
生
活
を
支
え

る
公
的
な
制
度
に
お

け
る
サ
ー
ビ
ス
で
、

物
価
高
騰
等
が
続
く

社
会
情
勢
に
お
い
て

も
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ

ス
は
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
事
業
が
継
続
的
、

安
定
的
に
実
施
さ
れ

る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

第
１
回
臨
時
会

議案等番号 件　　　名
付　　託

委員会名

審議

結果

各議員の賛否

日本

共産党

NewWave     

しろい
市民の声

面・しろい

活性化計画
しろい令和

つながろう

・白井！
会派公明党

しろい

未来

さわやか

白井
議長

徳本 根本 平田 小田川 柴田 秋谷 広沢 久保田 伊藤 長谷川 古澤 荒井 石井 武藤 石原 田中 石田 岩田

市
長
提
出

の
も
の

議案第１号 令和５年度白井市一般会計補正予算（第１２号） ― 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

第
１
回
定
例
会

市
長
提
出
の
も
の

議案第１号 白井市文化センター改修基金条例
教育福祉

常任委員会
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理
総務企画

常任委員会
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第３号
生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に 

関する法律の施行に伴う関係条例の整理

総務企画

常任委員会
原案可決 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第４号 白井市職員定数条例及び白井市行政組織条例の一部改正
総務企画

常任委員会
原案可決 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第５号 職員の育児休業等に関する条例一部改正
総務企画

常任委員会
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第６号
白井市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償等に

関する条例の一部改正

総務企画

常任委員会
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第７号 白井市手数料条例の一部改正
総務企画

常任委員会
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第８号 白井市ひとり親家庭等医療費等の助成に関する条例の一部改正
教育福祉

常任委員会
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第９号
白井市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部改正

教育福祉

常任委員会
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第１０号 白井市介護保険条例の一部改正
教育福祉

常任委員会
原案可決 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第１１号
白井市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する 

基準を定める条例の一部改正

教育福祉

常任委員会
原案可決 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第１２号

白井市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定

介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法

に関する基準を定める条例の一部改正

教育福祉

常任委員会
原案可決 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第１３号
白井市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部改正

教育福祉

常任委員会
原案可決 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第１４号

白井市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備

及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護

予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の

一部改正

教育福祉

常任委員会
原案可決 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第１５号 冨士公園の契約変更 ― 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第１６号
白井市西白井公民館、白井市西白井児童館及び白井市西白井 

老人憩いの家の指定管理者の指定

教育福祉

常任委員会
原案可決 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第１７号 白井市道路線の認定及び変更
総務企画

常任委員会
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第１８号 令和５年度白井市一般会計補正予算（第１３号）
各常任

委員会
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第１９号
令和５年度白井市国民健康保険特別会計事業勘定補正予算 

（第４号）

教育福祉

常任委員会
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２０号
令和５年度白井市介護保険特別会計保険事業勘定補正予算 

（第４号）

教育福祉

常任委員会
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２１号 令和５年度白井市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
教育福祉

常任委員会
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２２号 令和６年度白井市一般会計予算
予算審査

特別委員会
原案可決 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２３号 令和６年度白井市国民健康保険特別会計事業勘定予算
予算審査

特別委員会
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２４号 令和６年度白井市介護保険特別会計保険事業勘定予算
予算審査

特別委員会
原案可決 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２５号 令和６年度白井市後期高齢者医療特別会計予算
予算審査

特別委員会
原案可決 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２６号 令和６年度白井市水道事業会計予算
予算審査

特別委員会
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２７号 令和６年度白井市下水道事業会計予算
予算審査

特別委員会
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２８号 池の上小学校校舎改修工事契約の締結
教育福祉

常任委員会
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第２９号 白井市税条例の一部改正する条例の制定 ― 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第３０号
常勤の特別職の職員の給与及び旅費等に関する条例の一部 

改正
― 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第３１号 令和６年度白井市一般会計補正予算( 第１号) ― 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第３２号
令和６年度白井市国民健康保険特別会計事業勘定補正予算 

（第１号）
― 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第３３号
令和６年度白井市介護保険特別会計保険事業勘定補正予算 

（第１号）
― 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

請
願 請願第１号

「パンデミック条約締結及び国際保健規則改正に係る情報開示

を求める意見書」採択に関する請願

総務企画

常任委員会

趣旨採択

※１
× × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 ―

陳
情 陳情第１号

白井市の保育運営に関わる地域格差を是正する仕組みの構築

に関する陳情書

教育福祉

常任委員会
採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議
員
提
出
の
も
の

発議案第１号
ガザ地区の即時停戦と国連パレスチナ難民救済事業機関への

援助再開を求める決議
― 否決 〇 〇 × 〇 〇 × × × × × × 〇 × × × × × ―

発議案第２号
自民党派閥の政治資金パーティー収入を巡る裏金事件の真相 

解明を求める意見書
― 否決 〇 〇 × 〇 〇 × × × × × × 〇 × × × × × ―

発議案第３号 志賀原発と柏崎刈羽原発の廃炉を求める意見書 ― 否決 〇 〇 × 〇 〇 × × × × × × 〇 × × × × × ―

発議案第４号
白井市の保育運営に関わる地域格差を是正する仕組みの構築

に関する意見書
― 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

発議案第５号
パンデミック条約締結及び国際保健規則改正に関わる情報開示

を求める意見書
― 原案可決 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 ―

発議案第６号 白井市議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定 ― 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

発議案第７号 白井市議会委員会条例の一部改正 ― 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

※１請願第１号については、趣旨採択に対する賛否を表示しています。
※２この他陳情が１件ありましたが、市外からの陳情のため議長報告となりました。


